
傷 害 見 舞 金 制 度 に つ い て 
 

 

賠償責任保険制度と共に、傷害見舞金制度によって、少しでも安心して健康運

動指導が出来ますよう、NPO法人日本健康運動指導士会は会員の皆様のご支援

をさせて頂きます。 

 

 

この保険は、NPO 法人日本健康運動指導士会の会員で、健康運動指導士また

は健康運動実践指導者の資格を保有している皆様が、健康運動指導実施中に被

った傷害によって生じた通院及び入院の見舞金を支払う制度です。 

  

 

 

傷 害 見 舞 金 規 定 
 本規定は、ＮＰＯ法人日本健康運動指導士会（以下指導士会という）がその会員を対象

に実施する福利厚生制度（傷害見舞金の支給）に関する事項を定める。 

 

（給付対象者の定義） 

第１条 本規定において給付対象者は、次に該当する者をいう。 

    『ＮＰＯ法人日本健康運動指導士会』会則第６条に定める正会員で、健康運動指 

導士または健康運動実践指導者の資格を保有する者。 

     但し、健康運動指導実施中（指導開始から終了まで）の正会員及び該当年度 

会費納入者に限る。 

（受給者） 

第２条 本規程に定める傷害見舞金は給付対象者本人またはその法定相続人に支給する。 

 

（定義） 

第３条 本規定において、「傷害」とは急激かつ偶然な外来の事故によって身体に被った傷

害をいい、この傷害には身体外部から有毒ガスまたは有毒物質を偶然かつ一時に

吸入、吸収または摂取したときに急激に生じる中毒症状（継続的に吸入、吸収ま

たは摂取した結果生じる中毒症状を除く。）を含む。 

 

（入院見舞金） 

第４条 指導士会は、給付対象者が健康運動指導中に被った傷害を直接の結果として入院 

し、医師の治療を受けた場合に以下の入院見舞金を支給する。但し、事故発生日 

から１８０日以内の入院を対象とする。 

 

入院期間 入院見舞金の額 

１～７日 ２０，０００円 

８～１４日 ３０，０００円 

１５～３０日 ５０，０００円 

３１日以上 １００，０００円 

                                   

 

 



 

（通院見舞金） 

第５条 指導士会は、給付対象者が健康運動指導中に被った傷害を直接の結果として通院 

し、４日以上の医師の治療を受けた場合（実際に通院した日数）に以下の通院見 

    舞金を支給する。但し、事故発生日から１８０日以内の通院を対象とする。また、 

    平常の生活または業務に従事することに支障がない程度に治癒した以降の通院は 

    日数に含めない。 

 ２  前条の入院見舞金が支払われるべき期間中の通院に対しては、通院見舞金を支給 

    しない。 

実通院日数 通院見舞金の額 

４～７日 １０，０００円 

８～１４日 ３０，０００円 

１５～３０日 ５０，０００円 

３１日以上 １００，０００円 

                                      

（給付を行わない場合） 

第６条 指導士会は、次の各号に該当する事由によって生じた傷害については見舞金を支

給しない。 

（１）給付対象者・見舞金を受け取るべき者の故意、重過失 

（２）給付対象者の自殺行為、犯罪行為または闘争行為 

（３）補償対象者の脳疾患、疾病または心神喪失 

（４）補償対象者の妊娠、出産、早産、流産または外科的手術その他の医療処置。ただ

し、指導士会が見舞金を支払うべき傷害を治療する場合はこの限りでない。 

（５）地震もしくは噴火またはこれらによる津波 

（６）戦争、外国の武力行使、革命、政権奪取、内乱、武装反乱その他これらに類似の

事変または暴動 

（７）核燃料物質もしくは核燃料物質によって汚染された物の放射性、爆発性、その他

の有害な特性またはこれらの特性による事故 

 

２ 指導士会は、原因の如何を問わず頸部症候群（いわゆる「むち打ち症」）または腰痛  

 で他覚症状のないものに対しては見舞金を支払わない。 

 

３ 指導士会は、会員が健康運動指導を行うために施設に入るまでに生じた傷害、および 

 指導終了後、施設を退出した後の傷害については見舞金を支払わない。 

 

本規程は平成１６年４月１日から適用する。 

 

※ 申請後、指導士会および三井住友海上火災保険株式会社による審査、調査等がござい

ます。 

連絡・問合せ先 

ＮＰＯ法人日本健康運動指導士会 
〒１０５-０００４ 

東京都港区新橋４－２９－６ 寺田ビル４０４ 

ＴＥＬ：０３－５４７２－５８２１  ＦＡＸ：０３－５４７２－５８２０ 
以上 


